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�．宇電懇広報体制の電子化について

　����計画への日本の本格的参加を目前に控え、宇電懇では情報交換・広報がますます重要度を増してい

ると思われます。一方、昨今の電子通信の普及は目覚ましく、多くの方が既に日常的に電子メールや�	
ペー

ジ利用を行っていると思われます。

　そこで、事務局では、今後の広報活動を電子版中心に移行し、より迅速かつ便利に会員の皆さんへの情報

サービスを行うべきと考えます。具体的には、宇電懇 �	
ページの拡充および宇電懇ニュースの電子配信化

を進めたいと思います。

　宇電懇 �	
ページは、既に原型が存在していたのですが、これを拡充し定常的に利用していただこうと思

います。宇電懇の活動の紹介、入退会など事務手続きの案内、関連機関へのリンク集、宇電懇ニュースのバッ

クナンバーなどを掲載しております。���は �������������	��
	�
���������	��です。今後、事務

局が移動しても、このトップアドレスは原則として変更しませんので、末長くご利用下さい。

　宇電懇ニュースの電子化については、これにより会費負担なくニュース発行頻度を向上し、的確に情報を伝

えたいとの考えに基づきます。具体的には、電子メールによる配布と上記 �	
ページへの掲載を考えていま

す。しかしながら、デジタルアクセス環境を持たない会員へは情報が伝わらなくなる可能性もあります。そこ

で、���	�未加入の会員の方にだけ、紙に印刷したものを郵送することにしたいと考えています。今回の名簿

に ���	�加入有無を付記しましたので、お手数ですが、ご自身の分をチェックしてください。また、本ニュー

ス発行と同時に、���	�へ確認用の電子メールを事務局より発信しますので、それの到着と矛盾がないかも、

ご確認下さい。事務局による ���	�加入ミスが判明したり、加入変更希望がございましたら、事務局までご

連絡下さい。

　この方針について、特に意見がございましたら、事務局までご連絡下さい。運営委員会で討議していただい

た上で、できるだけ早急に移行したいと考えております。

��．ＵＲＳＩ（電波研連）Ｊ分科会委員推薦候補者の選出について

　学術会議の電波研連は、９分科で構成されています。各分科から３名の委員を出すことになっていますが、

その中には、対応する国際組織（具体的には ����）の役員が含まれます。

　前（第 ��）期では、電波天文学（Ｊ分科）から２名の委員（井上 允、春日 隆）が選出されました。

�



　推薦は研究者集団の選挙に基づくことになっております。これまでと同様、今回も宇電懇会員による投票を

行い、その結果に基づいて、必要ならば運営委員会で調整を行い、推薦者を決定します。推薦のための選挙を

下記の要領で行います。

研連委員選挙要領 　

　選挙権者 　　： 　宇電懇会員

　被選挙権者 　： 　電波天文学研究者（宇電懇会員に限らない）

　ただし、いずれかの研連委員を ��期以降通算３期以上務めた人は、対応する国際組織の役

員であるなどの例外規定に該当する場合を除いて、被選挙権がありません。これは、研連ご

との区別なく、また、再選が連続であるかどうかによりません。これに該当する、今回被選

挙権がない電波天文学関連の方は、事務局が調べた範囲では以下の方になります。�

石黒正人、井上 　一、磯部しゅう三、岡村定矩、奥田治之、尾崎洋二、海部宣男、加藤正二、

北井礼三郎、小杉健郎、久保田諄、古在由秀、小平桂一、小山勝二、斎藤尚生、笹尾哲夫、

佐藤修二、佐藤文隆、杉本大一郎、祖父江義明、高原文郎、谷口義明、田原博人、西村 　純、

野本憲一、長谷川哲夫、日江井榮二郎、平山 　淳、牧田 　貢、松本俊雄、森本雅樹 ���音順�

　指名選出者 　：対応する国際組織である ����本部役員であるため、選挙を経ずして自動的に研連

委員に選出される方が以下の１名います。このため、今回の選挙で選出される委員は、それ以外に２

名です。

井上 　允（国立天文台：���� ������������ �� �）

　連 　　　記 　： 　２名以内（無記名）

　締 　　　切 　： 　６月８日（日） 　宇電懇事務局（東京大学天文センター）必着

　投票上の注意：

　投票用紙は本ニュースの最後のページにあります。なお、宇電懇事務局の角印のないもの

は無効となりますので、ご注意下さい。また、上記に掲載した「被選挙権がない方」「指名選

出者」への票は事実上、無効となりますので、ご留意下さい。

　内封筒（薄い方）に投票用紙を入れて封をし、さらに外封筒に入れて、宇電懇事務局に郵

便などにより送付して下さい。

� 漢字フォントがないため失礼ながら略字または仮名表記した方がおります。ご容赦下さい。

!



���� 宇電懇会員名簿�

��	
では省略�

� 漢字フォント不備のため失礼ながら仮名または略字表記とさせていただいた方がおります。ご容赦下さい。

�



宇宙電波懇談会事務局
〒 �"������ 　東京都三鷹市大沢 !�!���

　東京大学大学院理学系研究科附属天文学教育研究センター

　　祖父江義明
　　河野孝太郎
　　半田 　利弘
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ＵＲＳＩ（電波研連）Ｊ分科会委員推薦のための投票用紙

宇宙電波懇談会事務局

（東京大学天文センター）
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